
ྩ࿨ þ೥౓ઃඋઃ計Ұݐڃங࢜ߨश

मྃ㒅ࠪʵᶘ（ઃ計੡図）

໰ɹɹç�୊ɹɹç�ू

࣍の注意߲ࣄをよくಡΜで͔ら࢝Ίて下さい。

［注意߲ࣄ］

1．この໰୊集は、øûทでߏ成されてい·す。

2．この໰୊集は、߹図͕͋Δ·Ͱ͜の໘Ҏ֎の໘Λ։͚ͯ͸͍͚·ͤΜ。

3．この໰୊集は、下書き、計算౳に使用しても差しつ͔͑͋Γ·せΜ。

4．このमྃ考ࠪ−ᶘ（設計製図）は、設計՝୊（ 1ท）、計ը条件（ 1・ 2ท）及びݐங基ຊ設

計図（ 3ʙ 5ท）のもとで、ݐங設備にؔする設備計ը（ 6ท）及び設備設計（ 7ʙ14ท）を

行うものです。

5．設備計ըは、ඞਢ໰୊です。 ʜʜʜ ղ౴は౴Ҋ用ࢴᾇのղ౴ཝに記入して下さい。

6．設備設計は、બ୒໰୊です。̖ʙ̘の中͔らҰつをબΜで౴͑て下さい。

̖：空調・換気設備 ʜʜʜʜʜʜʜ ղ౴は౴Ҋ用ࢴ⑵のղ౴ཝに記入して下さい。

。のղ౴ཝに記入して下さい⑶ࢴഉਫ衛ੜ設備 ʜʜʜʜʜʜʜ ղ౴は౴Ҋ用څ：̗

̘：電気設備 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ղ౴は౴Ҋ用ࢴᾊのղ౴ཝに記入して下さい。

7．ղ౴は、౴Ҋ用ࢴのղ౴ཝにࠇԖචを用いて記入して下さい（図面の作成は、ϑϦーϋンυで

もよいものとし·す）。

ÿ．この໰୊集については、मྃ㒅ࠪऴྃ·Ͱ㒅ࠪࣨʹݶʹऀͨࣨ͠ࡏΓ、࣋ͪؼΓΛೝΊ·͢

（中్ୀग़ऀについては、࣋ちؼΓをࢭېし·す）。

ෳ製・ࡌ無அసې
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ઃ計՝୊ɹ֗ࢢ஍ʹͭݐຊࣾࣄ຿ॴ

計画৚݅
øɽݐங෺֓ཁ
1 ）用　　్　事務所
2）৔　　所　ྫྷஆ๪ともに必要なԹஆ஍域
3）஍域ࢦ定　঎業஍域、防火஍域
4）ෑ஍面ੵ　1ó957ᶷ
5 （コンクϦート଄ےҰ෦　మ）଄ࠎ଄　మ　　ߏ（
6）階　　数　஍上 6階、ౝ԰ 1階
ங面ੵ　1ó240ᶷݐ（7
ÿ ）Ԇ΂面ੵ　6ó950ᶷ

9 ）そ の 他　上記以֎の事߲については、ݐங基ຊ設計図に示すとおΓとする。

ù ɽ࢖༻৚݅
設計用ਓ員及び床面ੵ表

ओ要室 େਓ員（ਓ）࠷ 床面 （ੵᶷ）

6階

事務室 60 373
େ会議室 30 142
中会議室 15 66
খ会議室 1 12 50
খ会議室 2 12 50
খ会議室 3 ÿ 36

基準階 事務室 140 ÿ90
2 階 事務室 50 30ÿ

1 階
エントランスϗール 2ÿ 234
γϣールーϜ 30 30ÿ
管ཧ室 3 34

ౝ԰ 96ᶷ
6 階 1ó240ᶷ
基準階（ 3ʙ 5階） ֤ 1ó240ᶷ
2 階 670ᶷ
1 階 1ó224ᶷ
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3 ɽݐஙઃඋ
1 ）空調・換気設備
① ೤ݯ設備は中ԝ式とし、೤ݯ機器は԰上 1の԰֎機器置৔に設置する。
たͩし、 1階の管ཧ室、受付߇室、.D'室及び清掃員߇室は、ݸผ式とする。

② ೤ݯ機は、Ψス直ͩきٵऩྫྷԹਫ機とし、台数は 2台とする。
③ 空気調࿨機は、֤階の機ց室に設置するものとし、さらに࣍のとおΓとする。
6　階：機ց室 1には、事務室用のインテϦア空気調࿨機及びペϦϝーター空気調࿨機を֤ʑ

1台設置する。機ց室 2には、େ・中・খ会議室、受付コーφー及び受付߇室の֎気
ॲཧ空気調࿨機を 1台設置し、֤室にはྫྷԹਫ 4管式ϑΝンコイルユニットをซ設す
る。֎気ॲཧ空気調࿨機はྫྷ๪ஆ๪੾換の 2管式とする。

基準階：֤階の機ց室 1・ 2に、それぞれインテϦア空気調࿨機及びペϦϝーター空気調࿨機
を֤ʑ 1台設置する。

④ ྫྷԹਫ配管のճ路ํ式は、ີดճ路ํ式とする。なお、๲ுタンクは、ີด式とする。

ഉਫ衛ੜ設備څ（2
① ౷のܥ用ਫࡶ౷とܥ౷は上ਫܥਫڅ、置ਫ૧ํ式としߴਫํ式はڅ څڙ、౷とする。·たܥ2
ཱてܥ౷は、உ子・ঁ子トイレܥ౷とڅ౬室ܥ౷の 。౷とするܥ2

② 上ਫ受ਫ૧、上ਫ༲ਫポンプ、ࡶ用ਫ༲ਫポンプは 1階の衛ੜ機ց室に、Ӎਫॲཧ૷置は 1階
のӍਫΖա機室に設置する。·た、ࡶ用ਫ受ਫ૧、ࡶഉਫ૧、消火ਫ૧、௜࠭૧及びӍਫஷཹ
૧は 1階の床下ピット಺に設͚る。

③ 消火ิॿਫ૧は、԰上 1の԰֎機器置৔に設置し、上ਫをڅڙする。
④ 空調設備用ิڅਫは、考慮しなくてよい。
⑤ ԰上 1には清掃用上ਫڅਫખを設͚る。
⑥ 。所式とするہ、౬ํ式はڅ
ᶉ Ӎਫは԰上 1͔ら集ਫし、ࡶ用ਫとしてトイレのศ器ચড়ਫに使用する。
ᶊ ഉਫ、Ӎਫの分ྲྀ式とし、֤階にお͚るトイレચ面器、掃আྲྀࡶ、ங෺಺のഉਫは、Ԛਫݐ
し、څ౬室ྲྀしのഉਫはࡶഉਫܥ౷とする。

3）電気設備
① 電気ํ式・受電電ѹはࡾ૬ 3線式6õ6L7、受電ํ式はຊ線・༧備線 2ճ線受電ํ式とする。
② 受ม電設備、非常用ࣗՈൃ電設備は、԰上 1の԰֎機器置৔に設置する。
③ 線の電気ํ式・電ѹは、୯૬װ 3線式1007/2007及びࡾ૬ 3線式2007とする。
④ 非常用ࣗՈൃ電設備は、ൃ電機の電気ํ式・電ѹをࡾ૬ 3線式6õ6L7、台数を 1台とする。
⑤ ์ૹ設備は、非常・業務݉用์ૹ設備とする。
⑥ 天井ཪのࣗ動火災報知設備の感知器については、考慮しなくてよい。

û ɽ౎ࢪࢢઃ౳
1 ）電ྗ、電話、౎ࢢΨス及び上下ਫಓの౎ࢪࢢ設は、पғのಓ路に׬備されている。
2）஍下ਫはར用できない。
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ຊઃ計図جஙݐ

ॖई：1/400
2 階平面図
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ॖई：1/400
6 階平面図

ॖई：1/400
基準階平面図
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ॖई：1/400
ౝ԰平面図
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ઃඋ計画（ඞਢ໰୊）
࣍の໰ ø͔ら໰ ø÷·でについて、そのղ౴を౴Ҋ༻ࢴᾇに記入すること。

໰ øɹݐங෺全ମの空気調࿨設備の計ըについて、շదͳࣨ಺ڥ؀の૑଄ʹ配ྀͨ͠ཁ఺をҰͭ、লΤ
ωϧΪʔٴͼ$0ùഉग़ྔݮ࡟ʹ配ྀͨ͠ཁ఺をೋͭ記入せよ。

໰ ùɹ 1 階のγϣールーϜに設͚る空気調࿨設備の空調ํ式に࠷もదするものを下表͔らҰͭબ定し
て、その記߸を記入し、そのબఆͨ͠ཧ༝をೋͭ記入せよ。
表

空　　調　　ํ　　式 空調ํ式の記号
定෩ྔ୯Ұμクトํ式（天井ਧग़） ̖
ม෩ྔ୯Ұμクトํ式（天井ਧग़） ̗
ม෩ྔ୯Ұμクトํ式（床ਧग़） ̘
定෩ྔ୯Ұμクト（天井ਧग़）+天井์ࣹύネルํ式 ̙
定෩ྔ୯Ұμクト（天井ਧग़）+電気式床ஆ๪ํ式 ̚

໰ 3ɹۭௐྫྷ೤ݯઃඋ༰ྔ及びۭௐԹ೤ݯઃඋ༰ྔを想定し、それぞれ、その஋（ൣғによるղ౴はෆ
Մ）を記入せよ。たͩし、બ定したݪ୯Ґに応͡て、配管ଛࣦ及び૷置ෛՙ܎数1õ05、ܦ೥܎数
1õ05、ೳྗิঈ܎数1õ05を考慮すること。

໰ ûɹ上ਫڅਫ設備及びࡶ用ਫڅਫ設備（Ӎਫར用設備をআく。）の計ըについて、γεςϜ（ํࣜɺ
。੒ʹؔ͢Δཁ఺をೋͭ、ҡ࣋؅ཧʹؔ͢Δཁ఺をҰͭ記入せよߏ（଄౳ߏɺ配؅ثػ

໰ üɹӍਫར用設備の計ըについて、γεςϜ（ํࣜɺثػɺ配ߏ؅଄౳）ߏ੒ʹؔ͢Δཁ఺をೋͭ、
ҡ࣋؅ཧʹؔ͢Δཁ఺をҰͭ記入せよ。

໰ ýɹ 2 階͔ら 6階のஉ子・ঁ子トイレ及びόϦアϑϦートイレについて、ഉਫܥ౷をԚਫとࡶഉਫの
分ྲྀとした৔߹に、ث۩ഉਫෛՙ୯Ґ（Ԛਫɾࡶഉਫ）及びഉਫཱͯ؅のث۩ഉਫෛՙ୯Ґの߹
計（Ԛਫɾࡶഉਫ）を記入せよ。たͩし、器具ഉਫෛՙ୯Ґは、େศ器 6、খศ器 4、ચ面器
1、खચい器 1、掃আྲྀし 2、Ԛ෺ྲྀし 6とする。·た、ચ面器・खચい器、掃আྲྀしは、ࡶഉ
ਫܥ౷とする。

໰ þɹ 6 階のେ会議室に設͚る照明設備（非常用の照明૷置をআく。）の計ըについて、র౓ɺޫݯબ
ఆٴͼর໌ํࣜʹؔ͢Δཁ఺をೋͭ、੍ޚʹؔ͢Δཁ఺をҰͭ記入せよ。

໰ ÿɹ非常用ࣗՈൃ電設備の計ըについて、ൃ電ػの༷࢓ɾ༰ྔʹؔ͢Δཁ఺をೋͭ、ൃ電ػのӡస࣌
ؒʹؔ͢Δཁ఺をҰͭ記入せよ。

໰ Āɹडม電ઃඋの૯༰ྔを想定し、その஋（ൣғによるղ౴はෆՄ）を記入せよ。

໰ø÷ɹܖ໿電力（ۀ຿༻電力ܖ໿）を想定し、その஋（ൣғによるղ౴はෆՄ）を記入せよ。
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ઃඋઃ計（બ୒໰୊）
ۭௐɾؾ׵ઃඋ、څഉਫӴੜઃඋ·たは電ؾઃඋの中͔らҰͭΛબΜͰ、࣍の౴Ҋ用ࢴに記入するこ
と。
ۭௐɾؾ׵ઃඋ（çþทʙçĀท）ɿ౴Ҋ༻ࢴᾈのղ౴ཝに記入すること。
。ᾉのղ౴ཝに記入することࢴ༺ഉਫӴੜઃඋ（ø÷ทʙøøท）ɿ౴Ҋڅ
電ɹؾɹઃɹඋ（øùทʙøûท）ɿ౴Ҋ༻ࢴᾊのղ౴ཝに記入すること。

ʲબ୒໰୊ɿۭௐɾؾ׵ઃඋʳ
໰ø 中ԝ式の空気調࿨設備について、೤ݯ機、空気調࿨機類及びポンプ౳のओ要機器ฒびにࣗ動੍ޚ

機器のߏ成と配管ܥ౷を؆ܿに示すܥ౷図を作成すること。
（記入上の注意）
① 図示記号は、表 øに示すものを使用すること。（す΂ての図示記号を用いなくてもよい。）
② ౴Ҋ用ࢴ⑵໰ 1ղ౴ཝ中の֤階・室は୅表階・୅表室を示すもので͋Γ、୅表室にお͚る
機器の記入については、それぞれ 1台のΈを記入すること。

③ 配管ํ式は、Ұ࣍−二࣍ポンプճ路ํ式とし、֎気ॲཧ空気調࿨機がྫྷԹਫ੾換͑ 2管
式、インテϦア空気調࿨機、ペϦϝーター空気調࿨機及びϑΝンコイルユニットがྫྷਫ・
Թਫ 4管式とする。

④ Ұ࣍ଆのྫྷԹਫܥ౷は定ྲྀྔとし、二࣍ଆのྫྷਫܥ౷・Թਫܥ౷はมྲྀྔとする。
⑤ ೤ݯ機は、いͣれも୯ಠでྫྷ๪、ஆ๪のいͣれ͔のӡసもՄೳなํ式とすること。
⑥ ೤ݯଆ及びෛՙଆの೤ྔについては、それぞれ計ྔできるように考慮すること。
ᶉ 二࣍ポンプは、台数をෳ数台とし、そのӡసํ式はྲྀྔによる台数੍ํޚ式とすること。
ᶊ ྫྷਫϔッμー（ૹΓ）及びԹਫϔッμー（ૹΓ）のుग़ѹྗによΓ、「二࣍ポンプのイン
όーターճస数੍ޚ」と「二࣍ポンプのόイύス電動二ํห੍ޚ」を行うものとすること。

ᶋ ྫྷ٫ਫはόイύスํࡾหによるྫྷ٫ਫԹ度੍ޚを行うものとすること。ྫྷ٫ౝϑΝン及び
ྫྷ٫ਫポンプのインόーター੍ޚは行Θないものとする。

ᶌ ྫྷԹਫ౳のྲྀれํ޲は、໼ҹで表示すること。
ᶍ「੍ޚห以֎のห、トラップ類、څഉਫ管及び空気ൈ管」ฒびに「μクト」は、記入しなくて
よい。Թ度ݕग़器、ѹྗݕग़器は必要࠷খݶとし、機ೳతに必要なՕ所にのΈ設置すること。

ᶎ 空気調࿨機、ϑΝンコイルユニット、ポンプ·ΘΓのϑレΩγブルジϣイントは、記入し
なくてよい。

ᶏ 配管ܥ಺のอ༗ਫྔについては、考慮しなくてよい。
ᶐ ֤配管の管ܘ及び࣭ࡐは、記入しなくてよい。
表 1　図示記号
名　　称 図示記号 名　　称 図示記号 名　　称 図示記号 名　　称 図示記号

Ψ ス 直 ͩ き
ऩྫྷԹਫ機ٵ "#S

空 調 用
ポ ン プ

Թ ਫ 管
（ૹΓ） ) 電動二ํห

ྫྷ ٫ ౝ C5
ྫྷਫϔッμー
（ૹΓ） )CS

Թ ਫ 管
（ฦΓ） )3 電動ํࡾห

ີ ด 式
๲ுタンク 5&

ྫྷਫϔッμー
（ฦΓ） )C3

ྫྷ Թ ਫ 管
（ૹΓ） C)

ϑレΩγブル
ジϣイント

֎ 気 ॲ ཧ
空気調࿨機 0"C

Թਫϔッμー
（ૹΓ） ))S

ྫྷ Թ ਫ 管
（ฦΓ） C)3

インόーター
੍ ޚ ૷ 置 */

インテϦア
空気調࿨機 "Cʢ * ʣ

Թਫϔッμー
（ฦΓ） ))3

ྫྷ ٫ ਫ 管
（ૹΓ） C%

೤ྔԋ算器付
ྲྀ ྔ 計

ペϦϝーター
空気調࿨機 "Cʢ1ʣ

ྫྷ ਫ 管
（ૹΓ） C

ྫྷ ٫ ਫ 管
（ฦΓ） C%3 Թ度ݕग़器

ϑΝンコイル
ユ ニ ッ ト 'C6

ྫྷ ਫ 管
（ฦΓ） ๲ ு 管 & ѹྗݕग़器

.

5

C3 1
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໰ ùɹ࣍の設計条件によΓ、基準階の事務室を୯Ұμクトํ式によΓྫྷ๪する৔߹の基準階の機ց室 1
に設置するΠϯςϦΞۭؾௐ࿨ػのثػೳ力表（導入৽઱空気ྔ、ૹ෩ྔ、ྫྷ٫コイル入口のࠞ
߹空気のൺエンタルピー、ྫྷ٫コイルೳྗฒびに設計ྫྷਫྔ）を׬成すること（ൣғによるղ౴
はෆՄ）。たͩし、導入৽઱空気と室಺ഉ気との間には、全೤ަ換器を設͚ͣ$O2੍ޚを行うも
のとする。

ʪ空気線図ʫ

（ˆ）Թ度ٿס 13õ0

ൺエ
ンタ
ルピ
ー（
LJ/
LH（
DA
））

26õ0 34õÿ

①

②③
3)90õ0� 3)50õ0�

3)59õ4�

34õ2

52õ9

ÿÿõ9

ઃ計৚݅
1 ）空調対৅κーンの床面ੵ　　　：445ᶷ
2 ）֎　　気　　　　　　　　　　：空気線図上の点①
3）室಺空気　　　　　　　　　　：空気線図上の点②
4）ྫྷ٫コイルのग़口空気　　　　：空気線図上の点③
5）ྫྷ٫コイルのྫྷਫग़入口Թ度差：10ˆ
6 ）֎気導入ྔ　　　　　　　　　：30ὗ/（I・ਓ）
7）಺෦ൃ೤　　　　　　　　　　：照明ෛՙ 68/ᶷ

：OA機器ෛՙ208/ᶷ
ÿ）ਓମෛՙ　　　　　　　　　　：1228/ਓ（ݦ೤698/ਓ、જ೤538/ਓ）
室ਓ員　　　　　　　　　　：0õ15ਓ/ᶷࡏ（9
10）空気のີ度　　　　　　　　　：1õ2LH（DA）/ὗ
11）空気の定ѹൺ೤　　　　　　　：1õ0LJ/（LH（DA）・̂ ）
12）ਫのີ度　　　　　　　　　　：1õ0LH/L
13）ਫのൺ೤　　　　　　　　　　：4õ19LJ/（LH・̂ ）
14）下階及び಺壁΁の೤Ҡ動はないものとする。
15）Ψラス面及び֎壁͔らの೤取得はペϦϝーター空気調࿨機によΓॲཧされるものとし、それ
以֎の೤ෛՙはす΂てインテϦア空気調࿨機によΓॲཧされるものとする。

16）上記 7）及び ÿ）以֎の室಺೤取得はないものとする。
17）空気調࿨機のૹ෩機及びμクト͔らの೤取得及び೤ଛࣦはないものとする。
1ÿ）「஝೤ෛՙ」、「μクト͔ܥらの空気の࿙れ」及び「すき·෩ෛՙ」はないものとする。
19）コイルೳྗの算定においてܦ೥܎数1õ05を考慮する。
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໰ 3ɹ「基準階事務室౳平面図」及び「基準階機ց室 2平面図」を用いて、ػցࣨ ùに設͚る空気調࿨
設備の配置図及びμΫτ図ฒびにࣄ຿ࣨに設͚るม෩ྔ୯Ұμクトํ式の空気調࿨設備のμΫτ
図を作成すること。
（記入上の注意）
① 図示記号は、表 ùに示すものを使用すること。
② インテϦア空気調࿨機は、ഉ気ϑΝンを಺ଂするものとし、機ց室 2に設置すること。
③ ֎気は԰上 1よΓ୦݀区ըのSSをܦ༝して取Γ入れ、ഉ気は֤階ഉ気とすること。
④ インテϦア空気調࿨機は、໿70ᶷ͝とでのม෩ྔ੍ޚをՄೳとし、֎気ྫྷ๪及び༧ྫྷ༧೤
ӡసがՄೳな計ըとすること。

⑤ 空気調࿨機のؐ気ํ式は天井νャンόーํ式とし、天井面のࠐٵ口は記入しなくてよい。
⑥ μクトܦ路には、ద੾に消Ի対ࡦを͡ߨること。
ᶉ 作図ൣғ֎（ྡ接スύン）΁ૹ気するμクトを記入すること。
ᶊ「基準階事務室౳平面図」及び「基準階機ց室 2平面図」中の「 」ҹは、μクトの接ଓՕ
所を示す。

ᶋ μクトのαイζ及び࣭ࡐは、記入しなくてよい。
表 2　図示記号
名　　称 図示記号 名　　称 図示記号 名　　称 図示記号 名　　称 図示記号

インテϦア
空気調࿨機 "Cʢ * ʣ

空 調 ૹ 気
μ ク ト S"

ਧ ग़ 口
（天井付）

モ ー タ ー
μ ン ύ ー

ペϦϝーター
空気調࿨機 "Cʢ1ʣ

空 調 ؐ 気
μ ク ト 3"

ٵ ࠐ 口
（天井಺）

防 火
μ ン ύ ー

̘ ̖ ̫
ユ ニ ッ ト ֎気μクト 0" ഉ気ΨラϦ 防 煙 防 火

μ ン ύ ー
̫ ̖ ̫
ユ ニ ッ ト ഉ気μクト &"

෩ ྔ 調 અ
μ ン ύ ー ֎気ཱてμクト

消ԻϘックス
消ԻエルϘ

.%

'%

S'%

7%
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ʲબ୒໰୊ɿڅഉਫӴੜઃඋʳ
໰øɹ上ਫڅਫ設備及びࡶ用ਫڅਫ設備（Ӎਫར用設備をؚΉ。）について、機器のߏ成と配管ܥ౷を

؆ܿに示すܥ౷図を作成すること。
（記入上の注意）
① 図示記号は、表 øに示すものを使用すること。
② 上ਫڅਫ設備及びࡶ用ਫڅਫ設備は、ܥڅڙ౷のਨ直κーニンάとして計ըし、上ਫڅਫ
設備は、上ਫຊ管以߱のܥ౷を記入すること。

③ 上ਫڅਫ設備及びࡶ用ਫڅਫ設備のཱて管は、ओたる配管ܥ౷を示し、他ܥ౷は分ذを示
すこと。

④ 台数が 2台以上になる機器は、 1台のΈを記入すること。
⑤ 配管、機器·ΘΓのห類౳は、ओ要なもののΈを記入すること。たͩし、ਫ૧·ΘΓ及び
ポンプ·ΘΓについては、必要な配管、ห類及びܧख類を記入すること。

⑥ ֤配管の管ܘ及び࣭ࡐは、記入しなくてよい。
表 1　図示記号
名　　称 図示記号 名　　称 図示記号 名　　称 図示記号 名　　称 図示記号 名　　称 図示記号

上ਫ受ਫ૧ 58
ࡶ 用 ਫ
༲ਫポンプ 1 上ਫڅਫ管 定 ਫ Ґ ห ݮ ѹ ห 3

上ਫߴ置ਫ૧ 58) Ӎਫஷཹ૧ 35 上ਫ༲ਫ管 電 ࣓ ห 防 ৼ ܧ ख

用ਫ受ਫ૧ࡶ 5 ௜ ࠭ ૧ S5 ਫ管څ用ਫࡶ 電動二ํห ϑレΩγブル
ジϣイント

ࡶ 用 ਫ
ߴ 置 ਫ ૧ 5) Ӎਫॲཧ૷置 8' 用ਫ༲ਫ管ࡶ 仕 ੾ ห ϑ ー ト ห

消火ิॿਫ૧ '5 Ӎਫ集ਫ口 3% Ӎ ਫ 管 3% ࢭ ਫ ห څ ਫ ખ

上 ਫ
༲ਫポンプ 18 ྔ ਫ 器 . Ϙールタップ ٯ ࢭ ห 間接ഉਫ口
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໰ ùɹ࣍の設計条件によΓ、ثػ表（上ਫ受ਫ૧及びࡶ用ਫ受ਫ૧の༗ޮ༰ྔ、上ਫ༲ਫポンプの༲ਫ
ྔ・全༲ఔ・必要電動機定֨ग़ྗ、基準階（ 3ʙ 5階）のڅ౬室に設置するڅ౬器のஷ౬ྔ、ਫ
ಓҾࠐΈ管څਫྔ、Ӎਫஷཹ૧の༗ޮ༰ྔ）を׬成すること（ൣғによるղ౴はෆՄ）。
ઃ計৚݅
1 ） 1 ೔のڅਫྔは、ऩ༰ਓ員（570ਓ）及び୯Ґڅਫྔ（ÿ0L/（ਓ・೔））よΓ算定し、ҿྉਫ
とࡶ用ਫとのׂ߹は 3： 7とする。

2）֤ਫ૧の༗ޮ༰ྔは、上ਫ受ਫ૧は 1೔の使用ਫྔの50ˋஷਫྔ、ࡶ用ਫ受ਫ૧は災֐対ࡦ
として 3೔分のஷਫྔ、ߴ置ਫ૧は 1೔使用ਫྔの10ˋஷਫྔを֬อする。

3）時間平ۉ༧想څਫྔは 1೔のڅਫྔの 1ÿ 、時間࠷େ༧想څਫྔは時間平ۉ༧想څਫྔの 2
ഒとする。

4）༲ਫポンプの༲ਫྔは、上ਫ、ࡶ用ਫともに、時間࠷େ༧想څਫྔとし、10ˋの༨༟཰をݟ
Ήものとする。·た、֤༲ਫポンプは、それぞれࠐ 2台設置し、常時ަޓӡస、非常時ಉ時
ӡసとする。·た、ポンプޮ཰を70ˋ、఻導ޮ཰を100ˋ、༨༟཰を10ˋとする。

5）上ਫ༲ਫポンプのڅਫ管は、全ຎࡲ఍߅を95LPB、ਫખのుग़ѹ10LPB、上ਫ受ਫ૧の࠷௿
ਫҐは༲ਫポンプのࠐٵ口とಉҰとし、 1階床面͔ら1õ4̼のߴさとする。·た、ߴ置ਫ૧
΁のుग़ߴさは、ߴ置ਫ૧置৔の床面͔ら2õ5̼とする。఍߅の༨༟཰を10ˋとする。

6）基準階（ 3ʙ 5階）の֤階څ౬室に設置するڅ౬器はҿ用・ࡶ౬用݉用とし、 1ਓ౰たΓの
。େਓ員の90ˋとする࠷౬対৅ਓ員は基準階څ、数を0õ6܎౬ྔを0õ2L、࿈ଓग़౬څ

7）Ӎਫஷཹ૧の༗ޮ༰ྔは、೥間Ӎਫ集ਫྔの20೔分とする。೥間߱ਫྔは1ó200ᶱ/೥、԰ࠜ
面ྲྀग़܎数を0õ9、԰上の集ਫՄೳ面ੵは1ó240ᶷとする。

໰ 3ɹ「基準階உ子トイレ平面図」を用いて、உ子トイレの上ਫڅਫ管、ࡶ用ਫڅਫ管、څ౬管、Ԛਫ
管、ࡶഉਫ管及び௨気管の配؅ฏ໘図を作成すること。
（記入上の注意）
① 図示記号は、表 ùに示すものを使用すること。
② トイレのେศ器は、Թਫચড়ศ࠲付のものとすること。
③ トイレのચ面器のڅ౬用として、床置型の電気ஷ౬式౬෸器をஉ子トイレに 1台設置する
こと。

④ ֤配管の管ܘ及び࣭ࡐは、記入しなくてよい。
⑤ トイレは、床のਫચいを考慮しないものとすること。
⑥ 掃আ口は床上に設置すること。
表 2　図示記号
名　　称 図示記号 名　　称 図示記号 名　　称 図示記号 名　　称 図示記号 名　　称 図示記号

電気ஷ౬式
౬ ෸ 器 8)& ഉ ਫ 管 電気ஷ౬式౬෸器

用間接ഉਫトラップ 5 ચ ড় ห ཱ て 管

上ਫڅਫ管 ௨ 気 管 څ ਫ ખ ഉ ਫ 口 配 管 の
ཱ 下 が Γ

څ ౬ 管 仕 ੾ ห ࠞ ߹ ਫ ખ 床上掃আ口 Թਫચড়ศ
ਫ口څ用࠲

ਫ管څ用ਫࡶ
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ʲબ୒໰୊ɿ電ؾઃඋʳ
໰øɹ受ม電設備及び非常用ࣗՈൃ電設備の୯ઢ݁ઢ図を作成すること。なお、電ྗҾํࠐ法は஍中と

し、ෑ஍ڥք付ۙにߴѹڅڙ用配電ശ（電ྗΩャϏネット）を設͚るものとする。
（記入上の注意）
① 作図は、図記号及びจࣈ記号によΓ行い、機器にはओな仕༷（記号・༰ྔ౳）を記入すること。
② ୯線݁線図は、ߴѹڅڙ用配電ശ（電ྗΩャϏネット）͔らध要Ոଆを対৅として作図すること。
③ ѹෛՙ։ด器をߴ電૷置付ܧ用配電ശ（電ྗΩャϏネット）には、஍中線用஍བྷڅڙѹߴ
設͚ること。

④ 。ѹःஅ器はਅ空型とすることߴ
⑤ ൃ電機ෛՙの੾ସは、ߴѹଆで行うこと。
⑥ 非常・防災ܥ౷の電灯มѹ器は、スコット݁線とすること。
ᶉ มѹ器二࣍ଆの分ذճ路は記入しなくてよい。たͩし、มѹ器もしくはมѹ器ܥ౷͝とに
ओたるෛՙ設備の名称を記入すること。

ᶊ 受ม電設備として設͚るਐ૬コンデンαは、ߴѹਐ૬コンデンαとし、ࣗ動ྗ཰調੔を行
うものとすること。

ᶋ ѹਐ૬コンデンαの定֨༰ྔのߴ、ѹਐ૬コンデンα用直列Ϧアクトルの定֨༰ྔはߴ
6ˋとすること。

ᶌ 接஍ճ路及び接஍線を接஍種ผ͝とに記入すること。（̖種、̙種の共用もՄとする。）
ᶍ 受電෦及びҾࠐ෦（஍中線用ߴѹෛՙ։ด器）のอܧޢ電器、計器用ม成器を記入するこ
と。なお、その他の計器、อܧޢ電器、計器用ม成器は記入しなくてよい。

໰ ùɹෛՙ༰ྔ表（電灯及び動ྗの୯Ґ面ੵ౰たΓのෛՙ༰ྔ）ฒびに受ม電設備（ओःஅ器、มѹ
器、ߴѹਐ૬コンデンα及び直列Ϧアクトル）及び非常用ࣗՈൃ電設備（ൃ電機）のثػ表を׬
成すること（ൣғによるղ౴はෆՄ）。なお、受電点のःஅ༰ྔは120.7A、ߴѹਐ૬コンデン
α用直列Ϧアクトルの定֨༰ྔはߴѹਐ૬コンデンαの定֨༰ྔの 6ˋとすること。

໰ 3ɹ࣍の設計条件によΓ、 ý ֊のதձٞࣨに設͚る電気設備の計画をすること。
ઃ計৚݅
1 ）設計照度は、「JIS Z 9110-2010 照明基準総則 表 9−事務所」のਪ঑照度を採用し、設計用
データを使用すること。

2）室ࢦ数、照明器具データ及び非常用の照明૷置の照明器具の設置間ִは、設計用データを使
用すること。

3）清掃用として、壁付コンセントを設͚る。
4）電話機及びテレϏを設置できるようにする。なお、テレϏは、インターネットに接ଓして使
用できるようにする。

5）中会議室中ԝ෦でネットϫークプϩジΣクタを使用できるようにする。
6）਌子式電気時計設備を採用し、必要数の子時計を設置する。
7）非常์ૹ設備を設置し、ࣗ動火災報知設備の஍区Իڹ૷置の୅ସ設備としてもར用する。�
なお、౰֘์ૹ設備は業務݉用์ૹ設備とし、์ૹ区分は֤ϑϩア୯Ґを基ຊとする。

ᾇ　র౓計ࢉॻを׬成すること。
（記入上の注意）
① 照度計算書は、「LED-S10の照明器具のΈを用いた৔߹」及び「LED-L10の照明器具
のΈを用いた৔߹」のそれぞれについて׬成させること。

② 中会議室の天井のߴさは2õÿ̼とし、作業面ߴさを考慮すること。
③ อ守཰は、「ී௨」を採用すること。
④ 中会議室಺の൓ࣹ཰は、天井70ˋ、壁50ˋ、床10ˋとすること。
⑤ 計算照度は設計照度͔ら+20ˋを௒͑ないൣғとすること。
⑥ খ数点以下のܻ数を記入するࡍはখ数点以下ୈ 2Ґ·でとしୈ 3Ґを࢛ࣺޒ入とする。
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⑵　照度計算書で得られた照明器具台数を全点灯させたときの消費電力を、LED-S10及びLED-L10
の照明器具それぞれについて算定すること。

⑶　「 6階中会議室平面図」を用いて、以下に示す機器の配置計画図を作成すること。なお、図
示記号は、表に示すものを使用すること。
中会議室に配置する機器：ａ．全般照明の照明設備（照明器具（LED-S10、LED-L10）のう

ち省エネルギーとなるものを採用すること）
ｂ．設計条件に対応する電気設備機器
ｃ．防災上必要な電気設備機器

（記入上の注意）
① 表の図示記号のうち必要な機器の配置を行い、配管・配線は記入しなくてよい。
② 点滅区分を照明器具に傍記すること。
③ 6階は、消防法上の無窓階ではないものとすること。
④ 天井面は、平滑とすること。
⑤ 天井に設置が想定される他の設備（空調・換気設備、消火設備など）の配置は、考慮
しなくてよい。

⑥ 床仕上げは、「床スラブ+カーペット」仕上げとすること。

表　図示記号
名　　称 図示記号 名　　称 図示記号 名　　称 図示記号

照明器具（角形） 二重床用コンセント　2P15A#2 二重床用情報用アウトレット

照明器具（ライン形） OAタップ　2P15A#4 壁付直列ユニット

非常用照明器具 清掃用壁付コンセント 子時計

避難口誘導灯 壁付電話用アウトレット
モジュラージャック スピーカー

点滅器 床取付電話用アウトレット
モジュラージャック アッテネータ

3路点滅器 3
二重床用電話用アウトレット
モジュラージャック 差動式スポット型感知器 2種

壁付コンセント　2P15A#2 壁付情報用アウトレット 差動式スポット型感知器 1種

床取付コンセント　2P15A#2 床取付情報用アウトレット 煙感知器 2種

［設計用データ］
・JIS Z 9110-2010 照明基準総則 表 9−事務所（抄）

領域、作業又は活動の種類 E
-
m（lx）

執務空間 設計室、製図室 750
事務室 750
役員室 750
守衛室 500
受付 300

共用空間 会議室、集会室 500
応接室 500
宿直室 300
食堂 300
更衣室 200

C

S
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・室ࢦ数
記　号 ̖ ̗ ̘ ̙ ̚ ̛ ̜ ̝ ̞ ̟
室ࢦ数 5õ0 4õ0 3õ0 2õ5 2õ0 1õ5 1õ25 1õ0 0õÿ 0õ6

ൣ　ғ 4õ5
以上

4õ5
ະຬ
〜
3õ5
以上

3õ5
〜
2õ75

2õ75
〜
2õ25

2õ25
〜
1õ75

1õ75
〜
1õ3ÿ

1õ3ÿ
〜
1õ12

1õ12

0õ9

0õ9
〜
0õ7

0õ7
ະຬ

・照明器具データ
LED−S10 反

射
率
（ˋ）

天井 70 50
壁 50 30 50 30
床 10 10

室ࢦ数 照明཰
0õ60 0õ39 0õ31 0õ3ÿ 0õ31

全ޫଋ（lN） 6ó000 0õÿ0 0õ52 0õ44 0õ51 0õ43
1õ00 0õ60 0õ53 0õ59 0õ52

器具ੇ法（ᶱ） 450角 1õ25 0õ6ÿ 0õ61 0õ66 0õ60
1õ50 0õ73 0õ67 0õ71 0õ66

େ器具取付間ִ࠷ Lm（O-A）：1õ3H 2õ00 0õÿ2 0õ75 0õ79 0õ74
Lm（O-#）：1õ3H 2õ50 0õÿ5 0õÿ0 0õÿ3 0õ79

อ守཰
ྑい 0õÿ5 3õ00 0õÿ9 0õÿ4 0õÿ7 0õÿ3
ී௨ 0õ79 4õ00 0õ93 0õÿ9 0õ91 0õÿÿ
ѱい 0õ65 5õ00 0õ96 0õ93 0õ93 0õ91

消අ電 （ྗ8/台） 35õ0

LED−L10 反
射
率
（ˋ）

天井 70 50
壁 50 30 50 30
床 10 10

室ࢦ数 照明཰
0õ60 0õ40 0õ33 0õ39 0õ33

全ޫଋ（lN） 5ó200 0õÿ0 0õ50 0õ44 0õ49 0õ43
1õ00 0õ57 0õ51 0õ56 0õ50

器具ੇ法（ᶱ） 100#1ó235 1õ25 0õ63 0õ5ÿ 0õ62 0õ57
1õ50 0õ6ÿ 0õ62 0õ66 0õ61

େ器具取付間ִ࠷ Lm（O-A）：1õ33H 2õ00 0õ74 0õ69 0õ72 0õ6ÿ
Lm（O-#）：1õ33H 2õ50 0õ7ÿ 0õ74 0õ76 0õ73

อ守཰
ྑい 0õ90 3õ00 0õÿ1 0õ77 0õ79 0õ76
ී௨ 0õ79 4õ00 0õÿ5 0õÿ2 0õÿ3 0õÿ0
ѱい 0õ65 5õ00 0õÿ7 0õÿ4 0õÿ5 0õÿ3

消අ電 （ྗ8/台） 24õ0

・非常用の照明૷置の照明器具の設置間ִ

器具形式 配置ํ法
照明器具設置間 ［ִ̼］
取付ߴさ［̼］

 2õ1  2õ4  2õ6  2õÿ  3õ0  4õ0
,1−L3S11−2 ୯ମ配置 ̖ 1  4õ2  4õ6  4õ7  4õ9  4õ9  3õ3

直線配置 ̖ 2  9õ3 10õ2 10õÿ 11õ3 11õ9 12õ0
࢛角配置 ̖ 4  9õ4  ÿõ2  ÿõ7  9õ1  9õ6 11õ7
୺　　෦ ̖ 0  3õ0  3õ3  3õ4  3õ5  3õ6  2õ7

（஫）取付ߴさが表中にない৔߹は、直線ิ׬によΓ数஋をٻΊる。

〜

8009_03_1SS21_M.indd   14 2025/09/04   10:09




